
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

６月２３日、旧日本軍の組織的な戦闘が終わったとされる「慰霊の日」を迎え、平和祈念

公園にて「沖縄全戦没者追悼式」が開催されます。７９年前の沖縄戦では２０万人以上が

亡くなり、戦没者の名前を刻む「平和の礎」には、今年は１８１人の名前が追加されます。 
 

ウクライナやガザ地区など、世界各地で戦闘が激しさを増す中、権力争いをする為政者

と、軍事特需で莫大な利益を得る企業、その裏で労働者・市民・子どもが犠牲となる構図

は、昔も今も変わりません。 
 

台湾周辺での緊張感が高まる中、沖縄を含む南西諸島では自衛隊の新たな部隊の配

備や強化も計画され、住民から不安の声が出されています。鉄道での軍需輸送が行われ

る可能性も考えられ、決して無関係ではいられません。住民の４人に１人が命を落とした沖

縄戦の歴史を学び、命と平和を守るために何を実践すべきか、議論することが大切です。 
  

JR東労組は「抵抗とヒューマニズム」の精神を根底に、あらゆる戦争

政策に反対し、憲法 9条を守り広める取り組みを進めていきます！ 
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